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平
成　

年
度
の
実
質
公
債
費
比

１９

率
は　

・
７
％
と
、
国
の
基
準
の

１９

　

％
を
超
え
、
過
日
マ
ス
コ
ミ
で

１８も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

実
質
公
債
費
比
率
は
、
借
金
の

元
利
償
還
額（
公
債
費
）が
そ
の
財

政
規
模
に
対
し
て
占
め
る
割
合
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

そ
の
意
味
は
何
で
し
ょ
う
か
？

　

市
が
借
金（
起
債
発
行
）す
る
場

合
、
以
前
は
県
の
許
可
が
必
要
で

し
た
が
、
制
度
が
変
わ
り
、
原
則

と
し
て
市
が
自
由
に
借
金
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
反
面
、
銀
行
や
投
資
家

な
ど
、
融
資
す
る
方
々
に
市
の
借

金
返
済
能
力
を
示
す
こ
と
が
必
要

に
な
り
、
そ
の
指
標
と
し
て
、
実

質
公
債
費
比
率
と
い
う
新
た
な
指

標
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

こ
の
比
率
が　

％
を
超
え
る
と
、

１８

借
金
返
済
能
力
が
小
さ
く
な
っ
た

と
し
て
、
以
前
と
同
様
起
債
の
発

行
に
県
の
許
可
が
必
要
と
な
る
、

と
い
う
も
の
で
す
。

　

今
回
、
市
の
比
率
が
上
が
っ
た

要
因
は
、
①
合
併
前
に
行
わ
れ
た

借
金
の
元
利
償
還
額
が
増
え
て
き

た
こ
と
、
②
従
来
は
元
利
償
還
金

と
し
て
扱
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
豊

岡
病
院
組
合
や
下

水
道
部
門
へ
の
赤

字
補
て
ん
等
が
、

実
質
的
に
は
借
金

返
済
と
同
じ
で
あ

る
と
み
な
さ
れ
る

よ
う
に
取
扱
い
が
変
わ
っ
た
こ
と
、

の
２
つ
で
す
。

　

改
め
て
の
心
配
に
は
及
び
ま
せ

ん
。
す
で
に
市
は
今
後
の
財
政
状

況
を
見
通
し
て
行
政
改
革
を
着
実

に
進
め
て
お
り
、
ま
た
、
今
回
実

質
公
債
費
比
率
が
高
く
な
っ
た
要

因
を
織
り
込
ん
だ
上
で
、
今
後　
１０

年
間
財
政
が
成
り
立
っ
て
い
く
よ

う
に
財
政
計
画
を
策
定
し
て
い
ま

す
。

　

し
た
が
っ
て
、
今
後
と
も
着
実

に
行
政
改
革
を
進
め
、
財
政
計
画

に
沿
っ
た
財
政
運
営
を
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
財
政
破
た
ん
と
い
っ

た
事
態
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
比
率
が
国
の
定
め
る

基
準
の　

％
を
超
え
る
結
果
と

１８

な
っ
た
こ
と
で
、
こ
の
比
率
を　
１８

％
未
満
に
抑
え
る
こ
と
を
国
か
ら

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
後
８
年
を
か
け
て

　

％
未
満
に
な
る
よ
う
「
公
債
費

１８負
担
適
正
化
計
画
」
を
策
定
し
、

取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。
計

画
の
柱
は
、
①
借
金
残
高
を
減
ら

す
こ
と
、
②
病
院
や
下
水
道
の
赤

字
を
減
ら
す
こ
と
、
の
２
つ
で
す
。

　

①
に
つ
い
て
は
、
借
入
金
返
済

の
た
め
の
基
金
を
利
用
し
て
繰
上

げ
償
還
を
し
た
り
、
新
た
な
借
金

を
で
き
る
だ
け
控
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
現
在
約
６
７
３
億
円
あ

る
借
入
金
残
高
を
８
年
間
で
約
１

４
３
億
円
削
減
し
、
約
５
３
０
億

円
に
減
ら
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
削
減
計
画
は
、
も

と
も
と
財
政
計
画
で
見
込
ん
で
い

た
も
の
と
大
き
な
違
い
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
②
に
つ
い
て
は
、
豊
岡

病
院
組
合
や
下
水
道
部
門
の
借
入

金
や
赤
字
が
増
加
す
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
協
議
・
調
整
し
て
い
き

ま
す
。

　

現
在
の
計
画
に
特
に
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

財
政
計
画
に
は
、
市
民
生
活
に

必
要
不
可
欠
な
道
路
や
学
校
整
備

な
ど
の
社
会
基
盤
整
備
を
盛
り
込

ん
で
い
ま
す
。
今
回
策
定
し
た
公

債
費
負
担
適
正
化
計
画
で
も
ほ
ぼ

同
様
に
見
込
ん
で
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
実
質
公
債
費
比
率
は
上

昇
し
ま
し
た
が
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
す
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
と
も
、
持
続
可
能
な
財
政

運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

市
の
財
政
は
危
な
い
の
？

道
路
や
学
校
な
ど
の

整
備
は
ど
う
な
る
の
？

〜
実
質
公
債
費
比
率　

・
７
％
に
つ
い
て
〜

１９

豊
岡
市
の
財
政
は
大
丈
夫
？

実
質
公
債
費
比
率
と
は
？

　

市
で
は
、
実
質
公
債
費
比
率
が
国
の
定
め
る
基
準
の　

％
を
超
え

１８

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
す
で
に
市
は
今
後
の
財
政
状
況

を
見
通
し
て
行
政
改
革
を
着
実
に
進
め
て
お
り
、
ま
た
、
今
回
実
質

公
債
費
比
率
が
高
く
な
っ
た
要
因
を
織
り
込
ん
だ
上
で
、
今
後　

年
１０

間
財
政
が
成
り
立
っ
て
い
く
よ
う
に
財
政
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
問
合
せ
》
財
政
課

●
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
公
債
費

負
担
適
正
化
計
画
」
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
計
画
の
概

要
や
目
的
な
ど
の
説
明
と
し
て

「
Ｑ
＆
Ａ
」も
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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実質公債費比率 

◎実質公債費比率と借入金残高の推移の見込み
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豊
岡
市
・
香
美
町
・
新
温
泉
町

お
よ
び
北
但
行
政
事
務
組
合
が
進

め
て
い
る
「
広
域
ご
み
・
汚
泥
処

理
施
設
候
補
地
」
の
選
定
方
式
に

つ
い
て
は
、
８
月　

日
に
開
催
し

３１

た
同
組
合
議
員
協
議
会
で
「
直
接

決
定
方
式
」「
選
定
委
員
会
方
式
」

「
公
募
方
式
」
の
３
方
式
に
つ
い

て
説
明
し
、
議
員
か
ら
意
見
や
質

問
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
同
組
合
は
出
さ
れ
た

意
見
等
を
参
考
に
検
討
を
行
い
、

組
合
構
成
市
町
と
協
議
を
行
い
ま

し
た
。
総
合
的
に
判
断
し
た
結
果
、

同
組
合
は
９
月　

日
に
開
催
さ
れ

２８

た
組
合
臨
時
議
会
で
「
選
定
委
員

会
方
式
」
に
つ
い
て
説
明
し
、
関

係
予
算
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
学
識
経
験
者
や
市
町

民
等
で
組
織
す
る
選
定
委
員
会 

で
、
収
集
運
搬
効
率
を
基
に
定
め

た
範
囲
の
中
か
ら
、
施
設
候
補
地

を
選
定
す
る
作
業
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

北
但
行
政
事
務
組
合
で
は
、
新

た
な
広
域
ご
み
・
汚
泥
処
理
施
設

候
補
地
の
選
定
に
つ
い
て
、
住
民

参
画
に
よ
る
施
設
候
補
地
選
定
委

員
会
を
設
置
し
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
住
民
の
皆
さ

ん
か
ら
本
委
員
会
の
委
員
を
募
集

し
ま
す
の
で
、
応
募
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
人
員　

３
人
以
内

▽
応
募
資
格　

次
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
方

・
豊
岡
市
、
香
美
町
ま
た
は
新
温

泉
町
に
在
住
す
る
方

・
平
成　

年　

月
１
日
現
在
で
満

１９

１０

　

歳
以
上
の
方

２０
・
ご
み
や
環
境
に
関
心
の
あ
る
方

・
平
日
の
昼
間
に
開
催
す
る
委
員

会（
６
回
程
度
）に
出
席
で
き
る

方

▽
活
動
内
容　

委
員
会
に
出
席
し
、

候
補
地
の
評
価
や
選
定
基
準
の

作
成
、
候
補
地
の
調
査
、
候
補

地
の
評
価
や
選
定
等
に
関
し
て

検
討
し
、
意
見
を
述
べ
て
い
た

だ
き
ま
す
。　
（
な
お
、
委
員
は

委
員
会
で
知
り
得
た
情
報
の
内
、

個
人
の
利
益
を
害
す
る
も
の
等

は
他
人
に
漏
ら
し
て
は
な
ら
な

い
こ
と
に
な
り
ま
す
）

▽
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
検
討
が

終
了
し
た
と
き
ま
で

▽
報
償
等　

１
回
の
委
員
会
出
席

に
付
き
４
、４
０
０
円
を
支
給

し
ま
す
。（
３
時
間
を
超
え
る
場

合
は
、
７
、６
０
０
円
）

▽
応
募
方
法　

所
定
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
作

文（
※
）を
添
付
し
、
北
但
行
政

事
務
組
合
に
持
参
ま
た
は
郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

※
作
文
は
「
地
域
に
受
け
入
れ
ら

れ
る
、
広
域
ご
み
汚
泥
処
理
施

設
建
設
の
あ
り
か
た
」
を
テ
ー

マ
に
、
８
０
０
字
程
度
と
し
ま

す
。な
お
、様
式
は
自
由
で
す
。

▽
募
集
期
限　
　

月　

日（
金
）午

１０

２６

後
５
時
（
当
日
消
印
有
効
）

▽
選
考
結
果　

選
考
会
議
に
よ
り

審
査
、
選
考
を
行
い
、　

月　
１０

３１

日（
水
）ま
で
に
決
定
し
、
そ
の

後
、
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

北
但
行
政
事
務
組
合

施
設
整
備
課
（
〒
６
６
８
‐
０

０
３
３
豊
岡
市
中
央
町　

‐　

）

１１

２２

　

�　

－

５
５
０
４

２４

　
　
　

－

６
６
５
０

ＦＡＸ
２４

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

hokutan＠
gaea.ocn.ne.jp

広
域
ご
み
・
汚
泥
処
理
施
設
候
補
地
は

「
選
定
委
員
会
方
式
」
で
選
定
し
ま
す

－

選
定
委
員
会
委
員
の
募
集－

広
域
ご
み
・
汚
泥
処
理
施
設

候
補
地
の
選
定
方
式
は「
選

定
委
員
会
方
式
」で
選
定
し

ま
す

広
域
ご
み
・
汚
泥
処
理
施
設

候
補
地
選
定
委
員
会
の
委

員
を
募
集
し
ま
す

北但地域環境フォーラムを開催します
　豊岡市・香美町・新温泉町および北但行政事務組合では、７月に引き続き「北但
地域環境フォーラム～みんなで考えよう、ごみのこと～」を開催します。皆さん、
ぜひ、参加いただき一緒にごみのことについて考えましょう。
◇日　時　　１０月２８日（日）午後２時３０分～
　　　　　　※「清潔で明るい町づくり推進大会」に引き続いて開催します。
◇場　所　　豊岡市民プラザ（ＪＲ豊岡駅前アイティ７階）
◇内　容　〈第１部〉事業説明
　　　　　　　テーマ「広域ごみ・汚泥処理施設整備事業の概要について」
　　　　　　　説明者：中貝市長（北但行政事務組合管理者）
　　　　　〈第２部〉パネルディスカッション
　　　　　　　テーマ「今なぜ、ごみの減量・資源化が求められるのか」
　　　　　　　コーディネーター：大阪工業大学准教授　福岡雅子さん
　　　　　　　パネリスト：豊岡市女性連絡協議会理事　安井照代さん、
　　　　　　　　　　　　　株式会社トヨダ　サービス部長　西村秀樹さん、
　　　　　　　　　　　　　中貝市長、豊岡市環境センター所長
◇入場料　無料
◇駐車場　アイティ駐車場または駅前駐車場を利用ください。
　　　　　《問合せ》生活環境課または北但行政事務組合　�２４－５５０４


